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『アインシュタインひらめきの言葉』　
　　アルバート・アインシュタイン/著　
　　ディスカヴァー・トゥエンティワン

『人間標本』

湊かなえ/著　KADOKAWA

『バスケ語辞典』　

網野友雄監修　誠文堂新光社
『人生は選択でできている』　

猫沢エミ/著　KADOKAWA

『世界で一番美しい犬の図鑑』
『世界で一番美しい猫の図鑑』

タムシン・ピッケラル/著　エクスナレッジ

月

2026
今回のテーマ

　　「表紙が魅力的な本」

きれいなイラストや印象的なデザインな

ど、図書委員が「表紙が魅力的！」と感じ

た本を紹介します。

担当

３年生

担当した図書委員のおすすめ本 選んだ本の中から、特におすすめの１冊

をコメントと共に紹介します！

図書委員おすすめ本コーナー紹介Tajimi H.S.
Library
News

おすすめ本紹介

図書委員会発行

『クレイジーＤの悪霊的失恋　ジョジョの奇妙な冒険より』　
荒木飛呂彦/原案　上遠野浩平／著 集英社

『硝子の塔の殺人』　知念実希人/著　実業之日本社

『変な絵』　雨穴/著　双葉社

（担当：2A）

（担当：1C）

（担当：2B）

『学校では教えてくれない生活保護』　

雨宮処凛/著　河出書房新社

球技大会のルール確認

に！

雰囲気が落ち着いている

〝人間〟標本？ 犬派？

　猫派？

イラストがかわいい

表紙はかわいいのに

内容は深い

今回は、「粉の魅力を引き出す粉体技術～幼虫の糞の形から雌雄が分かる？～」

を開催します。興味のある人はぜひ参加してみてください！

日時：10月28日(水)　放課後

講師：高井千加教授（名古屋工業大学）

場所：化学実験室

※詳細は、クラス案内をご確認ください。

図書委員会「第3回教養講座」開催のお知らせ

　この本はジョジョの奇妙な冒険の非公式の外伝小説です。
　この本は時系列でいうと第３部と第４部の間とされており、DIOへの
トラウマがストーリーに大きく関わってきます。
　あまりジョジョのことを知らないと、キャラクターの名前が出たとき
に感情移入しづらい点があると思うので、先にジョジョ第三部と四部を
視聴することをおすすめします。しかし、ジョジョ特有のスタンドを使
った戦闘描写や、各キャラクターの感情表現など、初見でも楽しめる部
分がたくさんある作品だと思うので、ぜひジョジョを見たことない人で
も手に取ってみてください。

　この本はミステリー小説です。
 　別荘に閉じ込められた人々。そこで起こる不可解な出来事。果たし
て誰が何のためにこのような事件を巻き起こしたのか。
　この小説は昔に読んだことがありますが、最後のどんでん返しがあま
りにも衝撃的で今でも覚えています。最初から最後まで何があるか分か
らないそこが一番の魅力です。
　ミステリー小説が好きな方にぴったりだと思いますが、読まない人で
も楽しんで読めると思うので、この機会にぜひ読んでみてください。

　この本はミステリー小説です。
　この本は一枚の絵からエピソードが始まり、その絵からほかの絵との
エピソードがすべて合致していきます。
　はじめはそれぞれの絵によって話が違うんだなと思って読んでいまし
たが、話がどんどん進むことによって疑問に思うことがあり、ラストに
は衝撃の出来事が起こります。
　雨穴さんの作品には『変な家』というミステリー小説があります。
『変な家』も『変な絵』もとても面白く最後まで読みたくなる作品で
す。ぜひ手に取ってこの本を読んでみて下さい。
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